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I 緒 -E司
木材~i'i:燥の 1 つの主Jr しい右下左として高J，Ii]波乾燥が取りあげられて以来，すでに 6 年余を経過

し， その!日l各方i白{にむいてその XIH論と投術に関してのみならや経済性に対しでも一応の検汁

カザ')11えられてきた。 すなわち， )，I~:rdt的な耐としては， G , H , Brownl)，竹旧，糠沢叱 C.

Skaar九山本1) が木村の高問波q:，\Õ.[4j:を IIJjらかにしp との方聞の応IIJへのj立を開き， ，tt~~nì{']!)) :I 

篠原G) によりその乾燥機構が理論的に究I lJj された。とれに対し実際の技術に必いては， S.M. 

Ishaq7)，山本8) 村 1[-1 0 )，難波，磯部IU人 F ， FesseJIl勺筆者1コ)等によってその実JIWl:につい

て検討されてきたが，その経済性については， D , G. MilIer町，大沢1I Iとより乾燥1~は茶気乾

燥に比し非常に正:jf[fiになるととを報じ谷川は蒸気熱気の併IIJ により乾治主貨を軽減しうると報

告-しているのみである。

一方業界にむいては，当初，木村ー拾燥の万能薬のごとく盲信され，とれに対する充分な検討

がなされやして多く取り入れられたがp 高周波乾燥に対する基礎的知識の欠lí;f; ，なかんす7- <装

世メ{カーの木材乾燥の閃難性に対する認識の貧Lf;l ，装世の不官If等のため，大部分分.は使川せすや= 

に放世され， 高f問刈波i乾宇位Z士白a世燥h柴の非実川f刊性tを官1%:足=識1苗量的に幸討3JιI

り木材位;燥焼燥Aの4判J夕妹1未id"判性ド門陀i主:が認識識1 さ JれL，高周波発振機のみでなく，乾燥室まで一体化された乾妹装置

が考案されるに至り， 匙船所， JrL~i，刷工場等の大企業休にゐいて， cost よりも乾味期!日間淵iの

必要性から取り入れられ，実川化されるに至った。

しかし，一般的にみて高周波乾燥は技術的には可能なるも蒸気乾燥に比しp 付ICII.]'以下の薄

材に対して∞st 高であれとのような材を対象とする一般木工業には不適当であると結論さ

れてきた。しかるに故近に至り，零I(IFI県の 1 木材協同組合にたいて p プナ・フローリング天乾

材の乾燥に高周波を利用しp すでに 1 年余にわたり運転されている事実にかんがみ，かかる小

企業体にたいて高阿波乾燥を実施した場合の企立を性と最近の新しい装置の実用性について再検

討を訟とない p 高周波乾燥の可否を改めて吟味する意味にむいて僅か 2 回であるが，実際に乾

燥を実施し，種々測定をゐとなったのでp ととにその結果を発表して御参考IC 供したい。

1) 木材部木材加工科乾燥研究室長 2) 木材部木材加工科乾燥研究室
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l 乾燥装置の概要

本乾燥装世は高周波発振装世， ~整合装泣，アップリケ{ター(位燥虫)の 3 者ーから成る。

1. 高間波発振装世 (Phot. 1) 

向N;j波111 力: 15KW。阿波数: 4.5M.C. 。 発振jr[山ì .ハートレー同路。使川真宗管:発J長

官 8T-10Rx2 (強ililJ5~ì合)，整流fi' HV-969 または 5H-69Ax6o

2. 整合装置

電極と並列に接続されたレツヘル械式 IIJ変イングクタンス 1 111路を )/J い，とれをと Fig.1 のご

とく 2 つのアップリケ{ターの II\Jのシールド川 f主体内に装置し， nlll に切換えうるようにしで

ある。 1主主子，発振装置より整合装世までの錨'電線は， 1司 i~lh ~KJítJ:í:frJ 劦7j I亡て床ピット内に設置さ

れ，そのJj\Jの電波漏決を完全に防いで、いる。

3. アップリケーター(乾燥室) (Phot. 2, Phot. 3) 

本装世の特徴とするととろは上部電極に圧締装置が附せられているととと，排気筒の内側に

吸気[立を有する排気熱交換装置を設備し， 定気予熱器 (6KW) 出型小型ボイラーさよよぴ、強ililJ

循環装置 (1/2 HP プローアー) により越i度の保泊[と熱効率の向1二を! 1(1句としていることであ

る。 t;;" :R-， 内情はジュラルミン;{1j(にてゐたい，アースに接続し電波位、蔽を完全にしている(外

Phot. 1 高周波発振装置
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高局波木材乾燥に認する実験(研究資税) (寺沢・岩 Iご)

径，長 16 )しr[J 10 尺 5 寸，高

10 尺，内筏，長 15 尺P 巾 9 尺 5

寸p 高 9 }¥_ 5 寸)。収存石数は標準

25 石，最大 40 石である。

目乾燥試験

約2~3 ヵ)J}こ然乾燥せるプナ・

フローリング材を 2 固にわたり上述

の乾燥室にて乾保した経過と結果は

或このごとくで、 Zうる。

1. 仕込み方法

厚さ 7 分， rl13 寸 8 分，長 10 尺

のプナ材を 60 段 16 列に密着積し，

30 段目に高圧倒を挿入し， 上下よ

りアース艇にて圧締した。高周波乾

燥が他の方法と異なる点の 1 つは密

着積をなしうるととである(桟積せ

る高周波乾燥法ももちろんあるが)。

とれば内古川"熱なるが設に可能とな

るが Piling 内部はむしろ温度が高

まりすぎるたそjしがある。 しカミし，

収容;百数は _'Æの主1m内にてはより

大となる利点を有ずる。

2. 乾燥経過

Phot. 2 乾燥室内部

当乾燥主にゐける従来の乾燥経過 Phot. 3 空気力目黒iならびに循環装置
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を検討せるに予熱;なよび5:~気の循環!主全く行わや p ために温度上昇・辿ー度遅しさらに上下の外

問主気の温度差はなはだしししたがってp 上下の材活1 も著し〈差異を生じ，その紡県仕上り

合7](率のむらが相当ノミrlJ に生じ，その乾燥のむくれの郊分が乾燥するまで乾燥現月ii司を延長して

いる傾向がみられた。故にキ;試験にたいては乾燥初期公よぴ;末期lにむいて空気の加熱心よび、1J1ì

環を行い可及的に祖度むらを少なくし，したがって乾燥むらを少なくするととにより乾焼、時lIiJ

の奴縮をはからんとした。弟 I 恒l試験にむいてはブナ・フロ{リング天乾材 24.6 石に対し首i

Nili[，t印カ"時間を約 30 時1m，空気加熱，循環l主初期に必いて 8 時lilJ，経期にゐいて 3時山宇行

った。また，第 2 回 r~ は同じくプナ・フローリング天乾村 24 "i-iに対しp 高周波印加l時IllJ 25 時
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!日]，空気力11熱 ， 1m王誌は干\JJJWJ7 時1111，最多JtJ日 H寺 1/ \1行った。

(a) 乾燥経泊rl' にゐける村j民主T よぴZ~~気温度

従来日!人Ji皮木村1吃燥に必ける木村iHil度ìJlll};~は壮外JH.の村の 1tlU而に制度計ーを押入し， JCEタトJ1fの

二千三材温度以外は技術的にìlllJÆ しえぬため，かかる位世iこゐける温度をもってH~作上の'Nsij主にし

ている。しかし，材を情景ffÙずるよ場合は Pi1ing r^JtIIJ);!~気圧のj二外が不可挫で、る札樹種に

よっては 80 0C 以上の高11，;[1支に }JI吟~~すると材に損傷を生歩るゐそれがあるので，操作 1--内7市12

度の測定または引EIiiは必必欠くべからざるものである。本;t.i:~験 i乙沿いては釧・コンスタンタン

紘の熱電対を 111 い ， i-合接点を側而の材に押入しp その位i泣から 10cm の距離の同じ材に押入

せるプルコ{ル出!主計の指示をもって冷接点温度としP 外rd- と Piling r̂ .J 1fll との温度差を測定

し内部品1度を求めた。かかる ìl1lJ)ë方法による場合は p 釧・コンスタンタン紘が高l?ili皮7E界によ

り受ける温度設主を相対的にほとんど除くととができるので，ある杭u:tIE併な内部品iiU立がìJllJ定

しうると考えられる υìJ!11定位置は Fig.2 のごとし上下のアース械と高圧倒の rl'央にそれぞ

れ2 点とり， IliJ じ高さの空気温度はアルコ{ル拙l度討によ 1) ìJ判定し

|メ 1 ぺ
lx  1 x ~ 

Fig. 2 t毘度測定位置
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測定申11f県は Fig. 3 , Fig. 4, Fig. 5 に示すとゐりで， tJ'心部の

材温は外阿部材調i乙比し， 30 0 C 近〈高くなってままり p 経WJにたい

て 120 0C に主主している。とれば|何らかに高周波電力のかけすぎを

意味するもので乾燥仕上りからみてほとんと、欠点を生じていない

がp かかる掠作はプナ・フローリングズ乾1:;j-を圧締するととにより

←一。上部中山拍:且

tー→ 上部外用節句邑 rr…)日!
ト__， 上古日空五;lill.，'l X ヌ空車;jS_直

tt車~j晶子"-J-

アナ 23.19石合71<辛 34-6→ 1& ,% 
平均出力 15.1 KW 

乾燥隣悶 32 B' 間

8 10 12 
吟闇

Fig.3 乾燥経過中における材混および空気温度 (1) (Piling 上部)
(内外部木材混度差)
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はじめて可能であり，比較的割れを生じやすいナラ材の場合は，外}河村慌 60~700C の棋で高

周波電力を抑える必要がある。

上下の木材胤度むらは外周部に公いて l切らかに1-.下の空気温度差に影響さ ~L，下部は上部に

比し最大 200C の差を生じて去に Piling 最下1告にむいてはさらに低温なるととが想像され

る。内部にむいては，それほど大きくむらがあらわれないが，ある程度主気温度差の影響を受

けている (Fig. 5 , 16~21 時間入
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Fig. 4 乾燥経過中における材溢および空気温度( 2 ) (Piling 下部)
(内外部木材混度差)
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Fig. 5 乾燥経過中における材温および空気温度( 3 ) (上下温度差)
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また， _I二ドの~~気温度設はプロ{ワーにて出気f町J還をと行うことによりほとんどなくなるとと

が認められ，空気加熱を Heater により行う場合は，初1I;)Jの温度上井時川をと!日報iするととがで

きる。すなわち， 70 0C まで、主気温皮を上手1.せしめるのに従来約 2011与 1:\1かかっていたのに対

し，かかる j;法により 6 時lílJにて上外せしめることができた。したがって，乾姑ミ時1:\1ど周航す

るためには予熱むよぴ空気循環によれ iZl度上井明lHJを奴荷台せしめるととが必妥である。それ

か、後の時11;)]にわいては少なくとも，プナ・フローリングソ〈乾材に対して空気街瑛のみを行い p

上下のi毘度むらを少なくするととが必要である。かかるととにより従来温度むらのために生じ

ていた112燥たくれをなくすととができ，乾燥たくれの部分が乾くまで加熱していたJJJJI i\ J を不裂

のものとするととができる。

(b) 合ノk率分布

?沖?Î(l:;fùせる古川政乾燥に会いてはijJ~t験イ寸を )IJ \，、て経過 r[1の合水率変化を測定しえないため，

やむをえす初!tJJ合水率と経WJ合水率を i!llJÝL し乾燥純度を検べた。試験材製作のために被乾燥制

r[1 より比較的71万し重量のそろうた材を症び，川 -íAdj~;jサーより;J;f2Jrx.せる 3 1[，'，1の試験材を第 1 [叶

試験に主いては Fig. 6 a のごとく縦の方向にJ弔入し，主'~: 21司試験にたいては， I"Jー供試材よ

り搾取せる 3W，Iの試験材を杭方向に押入した。かかる試験材配世方法をとるととにより少なく

とも第 lll'l~'，~験にたいては縦方向の 3 カ川， U~2lrrl; i式験にたいては杭方I'IJの 3 カ所の合水率の

変化は試験材の月三位の影響を除くととができ，その方向の乾燥叫犬態の変化を jj却す!に知るととが

できると?与えられる。

出 llI1I の試験%，'f'-l~は Fig.6b のごとくで， ，証明会村選定のiitE ，よ七校(I/~_' f(量が軽くてそろった

材を選んだため， )-く乾材としては合水率がやや低いようでるるが， 全体の材はとの数fp'( より少

し上廻ると考えられる。縦方向の乾燥むらは故ドhfが:t'くれて手診しとれは1lJ]らかに前項で注
蟻剖

中対q
2器削

2刑目 ZjIJ目

11 
~ 1151'1. 

目白 5 倹

a. Piling 中央断面 lニ庁舎げる

合水牢 ~t\蛤片イヰ宜

(Pilingo 16111 60 段)

Fig.6 

含水率分布経過
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べた空気ilkl度の低ドの;影響を交けている。また，上部の rlt段イ'_;j日 1)最外側に 2 列 i二i の試験材と [;Î]

・供~1j:\材よりとった試験材を押入し， :ifk9Ht!û と 2 列 [1 の材との乾燥状態を比較したととろ， I切

らかに故外{1mの方が乾燥程度が~lHかった。とれは材j毘より低い外Jjlι三気温度の影響を交け p 外

側の材が泊lûf低下した結県で、あると二汚えられる。その他，電極の下側の合ノk率は材よりの蒸発

蒸気が上/j~rt\:þの材ìi\JI掠をとむれその辺の湿度を向め，さらに電極に採納し，それがれi;j下して

材を湿潤にするために他に比しやや高いようである。 しかし， {i-':Ji.立的 1[" 極端なま二がないのは

30.5 時ìilJも〈屯燥したためで‘過松燥l乃傾向がみられる。 故に前述のごとく温度むらをなくすこ

とにより大rlJ に乾燥時!日lの短縮が可能でるる。 U~2 [司lの試験にたいては p かかる見地から乾燥

時IHJ 25 時11\)で終了してみた。結果!土 Fig.6c に示すごとくで故下校以外はまだ過乾燥の何

向がみられる。;投下j母のむくれは Fig.5 ，乙示すごとく，注r! t に喜子いて 13 時iill空気の循環を

とどめたととにより上下の空気淑度の差を生じたためで、あれ温度上手l 1!JJ以後にゐいて少なく

とも空気の循環は主~続的に行う必妥あるととを示している(な3h 生材の場合またはナラ材の

ごとき場合は支rr'rîfulI化を生やるゐそれがあるから民主を要する)。かくするととによし 低合

水率から乾燥する場合はさらに時IiIJの短縮が可能であれまた 30 時ìl\Jもかけたのでは両市j波

i吃f恭のlト目立を失うととになる。

なゐ， t!，{方向の乾燥むらは内部温度が高いため，外F計百に比しやや合水率低 Fが大であるっ

とのととは得若耐にもかかわらや Pilin只内部の蒸発蒸気が得着せる板と板の li\Jをとたって外

部に排出されうるととを示すものである。

( c ) 乾燥材;]\分分布

現地に沿いて， 高阿波乾燥材が他の乾燥材にょとし， 後の Jm工が符易で、あるという立見もあ

り，夫耐の水分Jtfi奈[.が影響を与えているのではないかと巧えられたので、乾燥材の ;J，分分布を ìWj

5立するととによしその理山を埠究せんとした。

試験J;ーは\~H剥4ーから約l. 5 cm rlJ に切りとし断面にたいてさらに Fig.7 のごとく厚さの

1/4 の夫前îJi+を切りとし 去而皆①②③④を一緒に秤量し合ノj，率を三R め， 夕刊人j合水率とな

し，⑦をもって rlt心合水率としたっ な3L 比較のため自然換気式乾燥宝l亡会ける同様材料に

よる Jk分分布のiJlI);むをと近在の大館Jii秋同県林業式験場に依頼した。試験結果は Table l.のご

とくで，それを図示すると Fig.8 のごとくなる。 座標軸に 45 0 の棋が材の千均合水率を示

しp その総より !:.fWÛの点が中心合水率を p 下側がタト周合水率を示している。との場合平均合水

率 i乙対ーする偏差が縦軸方向に表わされている。図か

ら解るととは自然換気式蒸気乾燥に比し高周波乾燥

は内外の合水率むらが案外少なし特に高周波乾燥

の場合は外向合水率が比較的高いととである(もち

ろんp 内部はそれ以上に高いが)。 とのことは乾操

q 8C例!

?(|(IT 
b ⑤ 

③ i 

Fig. 7 乾燥材水分分布測定試験片
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室(アップリケーター)が 2 つあるため， 1 つ

の宝の乾貼が格った場合引っづき他の宝i亡高

周波をとI'[J)JJlし p 乾燥格了の材は積長ろしまで

約半日くらい室内に以;置されてあり，その問

に室主主よび材泣が降るため関係湿度iì ì\~;î く，

特に統治前のため111， 1 々の材の問闘は高湿度t乙

保たれた状態で、いわゆる Conditioning が良

〈行われるような結果になるのではないかと

考えられる。 1主立子，筆者がかつて 1 枚の)宇:材

を現場の条件に一致せしめて高周波乾燥した

際12}P その水分f札í([.;ã:;極端についたととから

考え，中i着払ーの効県の上七校的大きいととが

うなづかれる。かくして材に合水率むらがないととが後の)JJl工に良いj影響を与えているのでは

ないかと判断される。ただし，との比較値は rjlJ所の異なる試料の抗日よl~であり，さらに迫.!í;えする

必要があるつともるれ，との事実が似て認されうるならば高周波乾燥の 1 つの利点というととが

できょう。

~周波・中 l巴合計く皐 ←一ー。
ヲト用含水率 vー→

自然4主主.中世合木孝 X---)C 

7ト周合水率 Bーー@

牛肉含K:f，' --ー

4 

4 6 日

早拘合71<.辛

Fig.8 高周波ならびに自然換気式乾燥材水分分布比較

(d) 主ー内風速分布

前述のごとく乾燥むらをなくし，

乾燥時川乞短縮するためには定気循

環が必必であるがp 高周波乾悌室内

の空気のj町環は蒸気乾燥室の場合の

熱の供給ならび、に蒸発水分の排出の

作用と具なり p むしろ初期にゐける

室内の flhl度上JEiv 耗!vJに会ける排気

作/fJとともに， 23気f見度のどJ一化が

目的である。故に蒸気乾燥の場合;王

と、 lJC裂性はないが，室内気流の不均

ーはやはり広気消度のむら，ひいて

は1吃1~ミむらの防llRl になりうる。 した

がって，本試験にたいては室内グク

トド付近の }lit\辿を 1)11)定しp 室内気流の

UJ'--化の資料とした。測定位置なら

びに結果は Fig， 9 , Table2，に示す



高周波木材乾燥に関する実験(研究資料) (.寺沢・岩下) 237 ー

ごとく p吹11\孔真J二の風速はダクト末高杭11が強く， (1与に入口附近がきわめて剥い。左右で、はお1m

の直棋のダクトの)jが強い。また，上井気流は絶対fu'lは弱いが大体同じ傾向を示している。長子

方向の不1::J ーはダクトの吹/:1\孔が末端に行くにしたがって大きくしであるためで，とれは全く

遣の関係でなければならない。すなわち，入口よりオ311品に向って開口は小さくすべきで、ある。成

方向の不均ーは/パイi対象にダクトが設けられてないため必然的で，とれも入口を室中央l乙移す

必要がある。).íR~辿の絶対
乾燥室中面白 正面図

イ庄は最近の強mり換気式乾

燥t王ど強くする必必はな

しとの程度の_f~.-:h'.気流

があれば'1{.分であろう。

町乾燥費

乾燥Zそは1吃燥;.]i:;_nの立

2 

Z 

地条件その他により 1足なるため，とれを他の

乾燥宝と一概に比較するととは困難で、あるが

一応ヰ叫[::1同主主主に対する乾燥@;f価を過去 1 1， 1三の

実接を基礎にして算定し検討してみた。

過去 1 1， 1三|川の乾燥実結の r̂ J , 設立当初に

むいてi式験的に実施せる乾燥が多く合まれp

所期の乾燥有数を \i'C:探していなし、ため， 1 年

3 子5Af\ I r~'1 

BV 16u 蕊 D b 

Fig. 9 風速分布浪u定位置

Table 2. 高周波乾燥室内風速分布

位置| |風
2 

Af 吹出孔 50
i 上昇気流 16 

B [吹品孔 149 
i 上昇気流 13 

台車下側 16 

500 
74 

344 
8 

24 

1宝 cm/s

3 I 4 

600 600 
45 74 

313 360 
45 24 

8 I 16 

n\Jの実誌を算定J問E とするわけにゆかす';;， やむをえ歩 1 カ月(昭和128 年 5 月 31 日 ~6 月

30 日)の実的をもって算定基準にするととにした

CTable 3)。すなわち p 樹極はブナ，乾燥石数 388

:{Î，制比』捌年I/ \J 578.3 時nn，総使用電力量 1259.2

Phot. 4 第 1 回乾燥材 Phot. 5 第 2 回乾燥材
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Table 4. 真空管使用状態

消粍竿月日[ 種 類 使用[l寺 1m 消粍原因

時間

27年 9 月 28 日 整流管マツダHV-969 1073.10 

か 11 月 23 日 I! I! 11 1589.50 グロー拡散

か 12 月 3 日 II I! II 962.00 11 

28竿 2 月 19 日 I! TEN. HV-969 2597.3 コ

か 4 月 13 日 I1 マツ ;n-IV -96弓 1715.40 グロ{伝散

か 4 月 21 日 II I1 I! 205己.40 1/ 

か 6 月 8 B " TEN. HV-96ヲ 4365.10 

砂 6 月 30 日 発j辰管 NEC. ST-I0R 4666.15 F.G タッチ

か 7 月 10 日 繋流管 TEN. HV-969 4877 .20 

か 7 月 23 日 発振管 NEC.8T ー!O R 4641.40 吸込みによる不良

か 7 月 20 日 整流管マツ〆HV-969 5051. 15 

整流管マツダ5H69A 661.30 

かかか 994.45 

か NEC.5H69A 2065.15 

ケ マツダ5H69A 836.25 

グ NE C .5H69A 2236.35 

I1 NE  C .5H69A 3126.15 

発振管 NEC.8T ー 10R 605.50 

!万 NEC.8T ー 10R 935.50 

平均寿命:整流管 2700 時間 発振管 4650 時間

8 月 27 日現
在の使用時間
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Tab!e 5. 計算要素

1.真空管

発振 :r:f 8 T十 10R x 2 単価 78， 000 円 平均寿命 4 ， 000 時間

整流 1'f H V969 または 5H69A x6 単価 11 ， 000 円 平均寿命 2 ， 700 時iHJ

2.i武力料金 昭和 27 年 7 月~昭和 28 年 6 月( 1 カ年)使用電力量 103 ， 687KWHに対

L，支払料金 409 ， 262 円 年平均 3 円95jKWH

3. 人件費 男 1 日 240 円 x 3 人十女 1 日 130 円 x2 人すなわち男 720 円，女 260河

計 980円!l日

4. 設立費 4033 ， 648 円(発援機ならびに同F付属装置，アップリケ{ター 2 ，廷拘を含む)

5. 火災保険料 年間 117 ， 600 円

6. 金 利年間 182 ， 400 円

Tab!e 6. 乾

費f=f 内 ヨミ
金額 |石当り
( 1 カ月) 経費

円 I'J 

|発tm管，諮り1t管消粍費 36 ，丘64.22 95.00 

直接費!人 件 費 29 , 400.00 76.00 

，口苦手;1 )J 費 49 ,738.40 128.00 

計- 115 ,802.62 299.00 

i 設 Nti 償却費 16 , 200.00 42.00 

間接費 火 災 [采 険料 9， 800.C コ 25.00 

金 利 15 , 200.00 39.00 

来jj~ 費 7,850.00 20.00 

計ー 49 ,050.00 126.00 

総 計- 164,852.62 425.00 

KWH で遣うる。

燥費

戸
dJn
Nド

•
L,J 要

(お，∞O(吐)x2ム i 1 ，叫坦)mx5A間)
4000(時間) 2700(日寺院]) / 

980(円) x 30( 日)

3(円)95x 12 , 592(KWH) 

償却年数 20 年 1 年 3∞日実I'ÛD

4 ， 033 ， 648(円)
x578.3(時間)

20(年) x300( 日) x24(日朝lJ)

117 ， 600(円) -7-12( 月)

182 ， 400(円)-:-12 (月)

(評価の便宜上直繍および雑費以外の間被
費の合計の 5% をもっ亡紙背とした。

月乾燥石数 388 石

また，最近の新しい真~::三官の寿命は当初のものによじしん分長くなっているようであるが，メ

{カーによりまちまちであり p つかみどとろがないため， ;1立以来 1 カ年の実誌を:N，，[(是にして

決定した。それによると Table 4. のごとく平均寿命は整流管が 2700 時間，発J反管が 4650 時

rmとなったがp 発振管は筒数が少ないため一応 4000 時間とした。

計算要素をまとめると Table 5. の通りであにその結果，乾燥費は Table 6. のごとくな

った。

前遣のごとく現行の乾保持聞はさらに短縮し得，したがって，月当リ乾燥石数も 500 石くら

いまでは増加する可能性がるるから，との価絡はるる程度低下せしめるととはできると忠hれ

る。しかし，とれを他の蒸気乾燥と比較するならば，立地条件を異にするとしても p 自然換気

式乾燥室が 3~4室もある場合，または最近のインターナル・ファン・タイフ。の蒸気乾燥室で、



-240 ー 林業試験場研究報告第 68号

は 2 室でも u二の条件のものは 2 rJ /1三 1ü)で乾燥しうるから) JJ 当りの乾燥右数が大， 11 に上廻る

ため，乾燥費が安くなにほとんど [1")題にならないが， n 400 石以下の材を乾燥する乾燥室に
むいてはじめて比較の対象となるわけである。したがって，白川l波乾燥によりフロ{リング材

程度の厚さの材を乾燥する叫í}1主 1 WIの収本石数が少ないため ， n 当り乾燥石数のあがらない

ととがJ壬とんど致命的な欠陥でるる。しかし，本乾燥室が 400 /111石くらいの経費でも採算が

とれているということは，火の41F殊な立地的条件その他によるものと Jιわれる。

すなわち， C i )との地方にたいては p 鋸屑 60kg 依 1 依 30 /1]，薪材同製材雑Iíーを 200 Jt>'f 

lii立方尺 6000 円で売るととにより電力料金を柿つであまりあるということを考慮するならば，

さらにとの乾燥費に現われない収益があるとと。

(ii) 後述する歩J[: りの向上があるとと。

(iii) 天然乾傍点ーをと乾燥するため蒸気乾燥で、はi七校的乾燥しにくい時Wi:を急辿I乾燥しうる

とと。

Civ) たまたまこの地方にとの装世と競合する乾燥装置がないとと。

f1与を列挙するととができるであろう。

V その他の問題

(1) 高周波発:fK撲ならびにその附属装置

前:j )t~ i皮乾燥が業界にfjJ'11光をあびた当初の機岐に比して p この装世はメ{カーの経験と努力に

より俗段の進歩をきたし，三íE者が以itなに要求していたととが17)ほとんど完全に満足される状態

になっている。すなわち，七ツトが使いやすく電気の主主r主のない;?í-が使IJjするととができる。

また， IH力の整合がとりやすいとと，ほとんど故障を生ヂるととなく安全である。また，電波

払ûi史に対する考慮が，フイダーならび、i乙アップリケーター(乾燥宝)に完全にとられている。

その他効率にたいても可能な組側のlr立高依を示している。とれらの改良に対するメ{カ-])努

力には敬意を表したい。

C 2 ) 圧縮装置

~':jJ~d í~皮乾燥は材を猪若干1iにしてl吃燥できるため，上部電極をと子処!しプレスにて圧締しうる点

は 1 つの大きな特徴といえよう CPhot. 6)。圧締背燥が可能なるため，特に乾燥による狂いを

最小限度にとどめるととができる。たとえば，首Jの部分の収縮がえきしその部分が狂うとと

はやむをえないとしても，己j'jの部分がまE うととによって，その附近の11:~J;i~aな部示まで狂いを波

及せしめる率がきわめて少なくなるととは事実である。とのととは諜気乾』民主にはみられぬ利点

であしが)5% の歩止りの向!二が考えられる。

( 3) 乾燥J巣作基準について

との乾燥法は191若干支友るため p 蒸気g~L燥のごとく合水率試験材を経過Ij l に秤量して， Piling 
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しかし，合水率が

全体の合J)\_~容を推定するととが不可

ま ~c ， ~材制度のil!lJ定が

不完全であるため， 操作の)，I~q(~がな

とは乾燥を失敗せしめる }!jf[&[ になる

し完全に訂運転である。かかると

治それがえきい。

能であ i人

乾燥室ヒ部 u主倫装置)

Piling 

それに

変化した場合，電気的には

全体の Capacity が変化し，

Phot. 6 Inductance (L) つれて整合!日|路の

4うら治通じめまたは Capacity (C) を変化せしめるため，

;.，迄

ρ襲
合水率と整合の L または C との関係を J~Iつ℃たけば，

その L または C の変化で、合ノ1(率の変化を操作'1 1に知

るととができるわけであるが，電源電圧の変動l土なはだ

ししそれにつれて整合も変化するためとの目的は県せ

なかった。

名

芯悦
古

, 
t与

習

I -

<

i;ピ

現場・の投手f:J'X'は，合ノk率の減少にともない，負荷のイ

ンピーダンスが布くなり，整合1"lß各のマイカ・コンデン

とのj毘!交を測定して判サ{のj且!立が上半卜するととから，

すべて経験と J!;JJに頼らねばならしかし，断しているが，

ぬととは高J!;li皮位f柴の:1[是).;_の欠lii.で、ある。

乾燥宝の J?k)間lについて( 4) 

アップリケータ- (乾燥宅)の電波漏決を防ぐために

乾燥安の腐蝕Phot. 7 とれをアースに接~iH}:の内側にジュラルミン板を日k り，

イ続するため主w惜のリー iごが;降下接されているが，具金~~n~の接，以にたいてfli:f立近を生手:るため，

と，j しはやはり I;i]f況の金属を川うべきでオン化ftIîrr~]の強いジュラルミンの防蝕がはなはだしい。

ダクトの扶， ~去の ~Iiil制，原の rJ...ßKの飢網の肉との他宝rJ'.l空気の湿度が常に高いため，あろう。

(Phot. 7) 。自主もはなはだしく，湿気に対する考慮が必要であろう

要摘

その操プナ・フローリングj(_乾材をと実j;，禁に乾燥し，高周波乾燥の再検討の立味にたいて，

作，乾燥結果，装置，程済'1"'1:等ーについて，検討をなこない次の結果をえたっ

11司 lこ 30 石

15KW に対して)より乾燥しえぬ高周波乾燥にかかる蒸気乾燥にひってきする企

最近の蒸気乾燥去が比較的慌時日で

程度(出力

(1) 
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3fミ性を与えるためには，可及「日Jに短時間で、乾燥を完了しうるごとく操作法を改善しなければな

らない。との観点から均一にしてより速やかに温度 i二昇なさしめるためp 温度j-_J千JVJにむいて

室内宗気の力II熱公よび循環が必要で、ある。しかし，ナラのごとき水分拡散のむそい材に法風す

る場合は，表面蒸発のみ促進せしめるととになり，友rúi陀化を生やるゐそれがあるから注意を

要する。

( 2 ) 高周波乾燥は蒸気乾燥の場合に必けるごとく室内温度差，試験材の合ノ'K率制定等の操

作の基準化が困難で、ある。高周波の場合，材自体が発熱休であるから，材温の IEfi1'í[な把握が必

姿であるが，とれが区n~tI;で、あるととはとの乾燥法の大きな欠陥である。

( 3 ) 乾:属!材aのノk介ftíi!f~:rが蒸気乾燥に上とし小さいととは;r;j j;l~ì皮乾燥の 1 つの利点としてFdめ

られる。またp 圧締1吃燥なるため 120C。前伎のFijiziで乾燥しでも p 材のあばれを抑えるとと

が可能で、あり P 節の部分の変形をよりノj、範囲にとどめうるととはとの種装置の効果をIlJJ らかに

元ミすものでるるというととができょう。

(4) 高周波発振峨ならびにその附周装置は著しい改良匙歩の跡がみられたが， 乾燥室内慢

のシールド板の鴎蝕に対する考慮を払う必要がある。

(5) 乾燥費は 425PJI石で，蒸気乾燥に比しやすいとはJ旦われないがp 現地にむける特殊

な立地条件のために現在掠算がとれているようである。しかし将来技術的な改良，経営の合

珂化等により現在の経費をある程度低減せしめるととは可能で、あるむただしp 以上のととはプ

ナ・フローリング天乾材を):J 400 石~500 石まで112燥する場合にむいてのみ可能なととであ

り p それ以との石数が必要な場合は蒸気乾燥に比し経賛同iになる欠陥を有する。

とれらの結果はプナ材のフローリング天乾材を位1*-1きる JlJ介を対象としてゐれたとえばナ

ラ材を用いたとするならば，村山，空気の循環，主Eい，害IULの問題p 乾燥費等の関係はたのや

からまた異左ってとなければなら左い。したがって，とれをもって高周波乾燥壬E般を検討する

ととはきわめて危険で、あるが，従来概念的に不適当で、あるとされていたかかる滞材の乾燥に高

I，l;]i皮を遁用.した場介，プナのごとき狂いやすいが水分拡散の迎い材に対しではある担度高阿波

の特徴を利用しえて p 上記のごとき小規伎の乾燥に必いて，その立峨条件によっては高周波を

使用しうるのではないかと考えられる。

な 3E，実験にあたり多大の御協力をえた早 n木材協同組合佐々木手Ifr'.t氏，富永清弐l:\: ， 工

場の方々ならび、に秋田県林業式験場長 高橋克己氏，同試験場の方々をはじめ，柊始御援助を

賜わった斎藤木村部長に謹みて詞t立を炎する。
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